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１．はじめに 

一般的に、災害査定において机上査定を行う場合、添付写真は被災状況を的確に把握するため

の重要な資料となる。そのため、現地調査を行う際には、被災の状況（形状・寸法）、背後地の

状況、被災水位等が確認できる写真を撮らなければならない。

本報告では、過去の災害時に撮影した写真を用いて、反省点及び撮影時に留意した点等につい

て紹介を行う。

２．全景写真 

（1）延長が長いケース 

写真 1及び写真 2に河川 Aの全景の写真を示す。当該河川の総延長は 53mであったが、
川幅が狭い等の地形上の問題から、距離を離して全体の撮影を行うことが出来なかった。そ

のため、撮影範囲を 2箇所に分けて全景の撮影を行ったのだが、近距離から 1度に広範囲を
撮影してしまったため、端部の被災状況が判りづらいものになってしまった。

近距離から延長の長い全景を撮影する場合は、『撮影する範囲を 3～4 箇所に区切って撮影
を行う。』又は『中間点を設け、【起点→中間点】、【中間点→起点】、【中間点→終点】、【終点

→中間点】の 4方向から斜めに撮影する。』等の方法が必要であったと考えられる。

写真 1 河川 Aの全景写真（起点～中間点） 

写真 2 河川 Aの全景写真（中間点～終点） 
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（2）正面からの写真だけでは被災状況が判りにくいケース 

写真 3に河川 Bの全景の写真を示す。当該河川の延長は短かったが、地形上の問題（及び
撮影者の身長が低いという悲しい問題）から、正面からの撮影だけでは河川の状況が判りづ

らくなると考えられた。（脚立を使え？脚立を使ってこのざまだと言っておこう。）

写真 3 河川 Bの全景写真（正面より撮影） 

当時は発注者からの指示により、全ての被災箇所において起点及び終点からも全景を撮影

することになっていた。そのため、正面からの撮影だけでは判りづらかった河川の状況を、

起点及び終点から撮影した 2つの写真によって補うことが出来た。写真 4及び写真 5に起点
及び終点から撮影した河川 Bの全景の写真を示す。

   写真 4 河川 B の全景写真（起点より撮影）          写真 5 河川 Bの全景写真（終点より撮影） 



３．横断写真 

（1）ポールや杭が隠れてしまうケース 

写真 6に河川 Cの横断の写真を示す。地形上の問題から撮影する位置が限られていたため、
左端のポールの交点付近（破線内）が草に隠れてしまい、被災状況が確認出来なくなると考

えられた。

写真 6 河川 C の横断写真 

対策として、左端のポール部分の近景を別角度から撮影し、詳細写真として添付すること

にした。詳細写真を写真 7に示す。これにより、写真 6では隠れてしまって確認できなかっ
た被災状況を補足した。

この様に地形上の問題等からポールや杭が隠れてしまう場合には、近景及び別の角度から

も撮影して詳細写真を添付することにより、被災状況の補足とすることが出来ると考えられ

る。

写真 7 河川 C の横断写真（詳細写真） 



４．おわりに 

現地調査を行う際、状況によっては写真の撮影時に頭を抱えたくなる場合がある。『空を飛べ

たら・・・。』、『ド○えも～ん。』と一瞬でも考えたことがあるのは、私だけではない筈だ。

また、実際に現地で目にした光景が、写真では伝わりにくいこともある。この点を考慮すると、

角度や撮影位置を変えて余分に撮影しておくことも必要であると考えられる。

５．おまけ（ビフォーアフター） 

あの猛暑の中、一緒に現地調査を行った皆様、お疲れ様でした。なんということでしょう！！

私達が担当した現場は、見事に復旧されていました。
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